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緒言 Ybは面心立方構造(Fm3̅m)であるが，Hを吸蔵してYbHx(x>1.85)となると，斜方晶構造(Pnma)が現

れ，さらにHを吸蔵し，YbHx (x>2.5)となると面心立方構造(Fm3̅m)をとる[1]．先行研究では，抵抗加熱

蒸着法でカーボン基板にYbを蒸着し，水素圧力 10-3～2 Torrの下，室温で水素化を行っている[2]．本研

究では，大気圧において反応温度と反応時間の調節のみで，単一の結晶構造を持つYbHxの作製を目的と

し，水素化条件の検討を行っている． 

方法 EB蒸着法により石英基板上に約 300 nmのYbを蒸着する．その後，3 %水素97%アルゴン混合ガ

スを用いて水素化を行い，YbHxの薄膜試料を作製する．その後，YbHxができたかを確認するため，粉末

X線回折法(XRD)により化合物の同定を行った．水素化は反応温度 300℃～450℃，反応時間 15min～

30minという条件の下行った． 

結果と考察 X線回折測定によ

って，水素雰囲気処理後，水

素化物相ができていることが

確かめられた(Fig.1)．(a) よ

り，未水素化のYbは面心立方

構造をとっていることが分か

る．また，水素化条件(b) 

350℃，30minでは，YbHxの面

心立方構造と斜方晶構造が混在

し，未水素化物相が残留してい

ることが確認できる．未水素化

物を無くすために(c) 450℃，

15minで水素化を行うと酸化物

相ができた．したがって，最適

条件は 350℃と 450℃の間に存在

すると考えられる． 
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Figere 1. X-ray diffraction measurement result 

hydrogenation conditions (a)unhydrogenated Yb  

(b) 350℃, 30min  (c) 450℃,15min 

 (c) Unhydrogenated Yb 
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